

謹啓　時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、この度下記の要領にて第２3回東海外来小児科学研究会を開催します。9月から不活化ポリオ接種が開始になり、ある意味で理想的ではありますが、小児科医の保健業務の仕事が増すばかりです。お忙しいとは存じますが、例年通り後期研究会はWorkshop形式での開催となります。
今回は下記の今まで通り医師を中心とした3つのテーマのWorkshopに加え、コメディカル スタッフだけのWorkshopを加えた４つの企画になりました。時に遭遇する症例に対するスキル・アップや知見を深めるために、多数の皆様のご参加をお待ちしております。
ご多忙中とは存じますが万障お繰り合わせの上、ご出席賜りますようご案内申し上げます。
【Workshop のテーマ】
WＳ－１　　「開業医にも出来る（NICU卒業児の）在宅医療　パート２」
ＷＳ－２　　「虐待」にかかわるテーマで
ＷＳ－３　　　～胃腸症状のお子さまを、どのように対応していますか？～
ＷＳ－4　　　～みんなで集まって困っていることを話し合ってみましょう！～
日時：平成２４年11月3日（土・祝）13:30～17:00
会場：愛知県産業労働センター「ウィンクあいち」　1106会議室・1207会議室・1208会議室・1209会議
http://www.winc-aichi.jp/　〒450-0002　愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38

TEL: 052-571-6131（受付 9:00〜20：00）FAX: 052-571-6132



１. 当日、参加費として、医師の方は2000円、コメディカルの方は500円　受付で申し受けますのでご了承ください。
２. 当日の受付開始は13：00 からです。Workshop の時間は13：30～17：00 となります。
３. 原則として当日参加は可能ですが、会場の都合上、50 名以上になった場合参加できないことがありえます。資料準備などの
都合もありますので、なるべく事前登録をお願いします。
４. 今回も総合討論はありません。次回研究会の案内はWorkshop 終了後にリーダーから致します。
５. Workshop の一部には事前アンケートがあります。Workshop の議論を深めるため、資料となりますので、研究会・Workshop

参加の有無にかかわらず、ご協力をお願い致します。
東海外来小児科学研究会世話人
	愛知県
	北條泰男
	大西正純
	水野美穂子
	鈴木研史
	　川井進
	松川武平

	岐阜県（担当県）
	矢嶋茂裕
(会長)
	若園明裕
	中島俊彦
	蜂谷明子
	平野 量哉
(事務局)
	

	三重県
	落合　仁
	稲持英樹
	梅本正和
	種田　寛
	近藤　久
	


· 日本小児科学専門医制度研修集会として３単位が取得できます。　
WＳ－１　抄録　「開業医にも出来る（NICU卒業児の）在宅医療　パート２」
-まずは何が出来るか一緒に考えてみましょう-

ワークショップリーダー：
大西　正純（おおにしこどもクリニック）

サブリーダー：

近藤　久（近藤小児科医院）　




矢嶋　茂裕（矢嶋小児循環器クリニック）
　小児在宅医療はこれから小児科医が取り組んでいかなければならない大きなテーマの１つだと考えられます。しかしながら、ハードルが高く、なかなか参加することができません。リーダーの私も在宅医療を行っておらず、今後やっていきたいと考えているレベルです。前回のWSでは、小児在宅医療について地域の中核病院の先生から、NICU卒業児が在宅医療を必要とする児の７割程度を占め、残りの３割程度が脳炎脳症や神経筋疾患、事故等の後遺症が原因であることや、退院後に在宅で行われている具体的な医療の内容についてお話しいただきました。続いて在宅医療を行っている開業医の先生から実際に行っている内容について報告をしていただき、「ハードルは高そうだが実際に踏み出して見るとそれほどの困難さは感じないので一緒にやりましょう」と背中を押していただきました。今回は一歩進めて、小児科医に在宅医療に関する簡単なアンケートを取って現状を検証したいと思います。その後、在宅医療を必要としている患者の会の方から、実際に受けている在宅医療の現状と医療に期待していることについてお話しいただいて、具体的に私たち開業医がどのようにかかわっていけばよいのか、みんなで考えていきたいと思います。小児在宅医療の入門編のWSです。同じような立場で興味を持っていただける先生方のご参加をお待ちしております

ＷＳ－２　抄録　「虐待」にかかわるテーマで

ワークショップリーダー：
水野美穂子（大同病院　小児科）　

コーディネーター：
山崎　嘉久（あいち小児保健医療総合センター）

ＷＳ－３　抄録　～胃腸症状のお子さまを、どのように対応していますか？～

ワークショップリーダー：
平野 量哉（那加こども医院）　

サブリーダー：

中島俊彦（なかしまこどもクリニック）




後藤　加寿美（揖斐厚生病院　小児科）
　胃腸症状を有する患者さまを扱うことに、むずかしいと感じることはありませんか？最近のロタの流行が春先に遅れることで、診断や治療　そして　家族への指導を如何に行うかに不安はありませんか？　そうした観点から、胃腸症状を有する症例を外来で見ていく上で意見・情報交換を行いたく思っています。今回揖斐厚生病院の後藤先生のご参加いただくことで、勤務医の先生方の意見と開業医との視点の違いなどを討論することで、患者さまによりよい診療を行うＷＳを行えるかと考えています。是非開業医、勤務医を問わずご意見を頂けるとともに参加をお願いします。
ＷＳ－4　抄録　～みんなで集まって困っていることを話し合ってみましょう！～

ワークショップリーダー：
上荷裕広　（薬剤師）　すずらん調剤薬局

サブリーダー：

石田麻季（落合小児科医院：事務職）　




豊田未来（落合小児科医院：看護師）　




西川美緒（落合小児科医院：事務職）
　コメディカルの皆さん、日常診療業務で困っていること、改善したいことはありませんか？他の医院ではどのようにしているのだろう？と思ってもなかなか聞きづらいこともありますよね。そのような発想から、日本外来小児科学会ではコメディカルミーティングが行われており、この度東海外来小児科学研究会でも開催する運びとなりました。看護師、医療医務、保育士、薬剤師など小児科外来にかかわる全ての職種の方に参加していただけます。職種の枠を越えて、普段から改善したいと思っていることや困っていることを話し合い、そこから一つでも解決のヒントを見つけ出しましょう。そして今後の連携を深めていきましょう。コメディカルスタッフが小児科外来でより活躍できるために、皆さんの参加をお待ちしております。
ＷＳ－１「開業医にも出来る（NICU卒業児の）在宅医療　パート２」アンケート
・ご住所に○をお付け下さい。　愛知県　、岐阜県　、三重県
1） 小児在宅医療の実施状況について○をお付け下さい
・実施している。→設問２)へお進みください。
・現在は実施していないが将来的には実施も検討中である。→設問３)へお進みください。
・実施していないしする予定もない。→どうもありがとうございました。終了です。
2） 小児在宅医療を実施していらっしゃる先生にお聞きいたします。
（１）貴院で在宅医療を行なっている患者数（重複可）を教えて下さい。
　　　・在宅人工呼吸管理を行なっている児　（　　　　　）人
　・在宅酸素療法を行なっている児　　　（　　　　　）人
　・気管切開を行なっている児　　　　　（　　　　　）人
　・胃瘻造設を行なっている児　　　　　（　　　　　）人
　・胃カテーテル挿入を行なっている児　（　　　　　）人
　・自宅で吸引を必要としている児　　　（　　　　　）人
　・実際の患者数　　　　　　　　　　　（　　　　　）人
（２）実施していてお困りのことはありますか?
　　　・ない。
　　　・ある。（具体的にお書き下さい；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３）
（１）どのような条件が整えば実施できるとお考えですか?◯をおつけ下さい（複数回答可）。
　・勉強会や講習会に参加してもう少し内容を理解してから
　・緊急時に受け入れてくれる後方病院の確保
　・家族やコーディネーターの立場の方からの具体的な依頼
　　　・訪問看護ステーションなど一緒に活動できるグループの整備
　　　・その他（具体的にお書き下さい；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）受診していただけば、今すぐに可能なことはありますか? ◯をおつけ下さい（複数回答可）
①一般診療（　　）、②健診（　　）、③予防接種（　　　）
④シナジス接種（　　）、⑤ 養育者（両親など）へのサポート（　　）
⑥気管カニューレ交換（　　）、⑦その他（具体的にお書き下さい；　　　　　　）
小児在宅医療に興味をお持ちで、今回のWSに御参加不参加とは関係なく小児在宅医療の勉強会が開催された場合、参加ご希望の先生は連絡先をご記入ください。
ご所属；
お名前；
メルアド；　　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス番号
ご協力ありがとうございました。
送付先；Ｆａｘ番号；０５３３－８３－０３３９　（おおにしこどもクリニック）
ＷＳ－３　～胃腸症状のお子さまを、どのように対応していますか？～」のアンケート
Ｑ１　嘔吐と腹痛を認める患者さまに、検査は何をされますか？　


（症例にもよりますが、行いうる検査全てにチェックをしてください。）
□尿ケトン　□血中ケトン　□血糖　□便中ロタ・アデノ　□腹部エコー　□腹部レントゲン　□一般検血
Ｑ２　腹痛と発熱を認める患者さまに対し、便培養や便中ロタ・アデノ抗原検査をどのくらい行っていますか？
　　　（同意できるものすべてに、チェックを付けてください）
□全身状態や腹部所見が気になる患者さまは、全例便培養又は便中ロタ・アデノ抗原検査を行う。
　感染性腸炎を疑う場合の質問
　　　□　抗生剤を処方した患者さまは、全例便培養は行う。
　　　□　白血球増加などがあれば、全例便培養は行う。
　　　□　血便があれば、便培養は行う。
　ウイルス性腸炎を疑う場合の質問
　　　□　下痢があれば、便中ロタ・アデノ抗原検査は全例行っている。
　　　□　下痢もあり、脱水傾向が強ければ、便中ロタ・アデノ抗原検査は行っている
　　　□　家族の希望がある場合のみ、便中ロタ・アデノ抗原検査は行っている
Ｑ３　嘔吐を認めるお子さまに、ナウゼリンや五苓酸などの静吐剤は処方しますか？
· はい　　　　　　□いいえ
Ｑ４　下痢を認めるお子さまに、アドソルビンやタンナルビンなどの止痢剤を処方しますか？
　　　□　感染性腸炎を疑う場合は、処方しないが、ウイルス性と思われ年齢・症状を考え処方する
　　　□　原則、止痢剤は処方しない
Ｑ５　ノロウイルスの抗原検査は、保険で認められていませんが、ロタや細菌性腸炎が否定された時、
　　　家族にどう説明していますか？
　　　□　ノロではないか？と家族に質問され困ったことがある。
　　　□　ロタや細菌によるものでないことを説明するが、ノロかどうかはわからないと話す。
　　　□　ロタや細菌ではないので、ノロの可能性が高いので、家族への感染性や注意事項を話す。
Ｑ7　ロタワクチンが本邦でも認可されましたが、概ね投与終了までどのくらい時間がかかりますか？
　　　□1分以内、　□2-3分　□　5分以内　　□　10分以内　　□　15分以内
Ｑ8　ロタワクチンも、本邦でも認可されましたが、外来で飲ませる時にむせたり、泣いて飲まなかったり、
　　　吐いたりしていますが、何か良い飲ませ方があれば、ご記入ください。
Ｑ9　胃腸症状のお子さまを診察する上で、これだけは注意しておくべきだと思う症例をご記入ください。
------------------------------------------------------------------------------------------------

お名前： 




所属
電話番号：




 ＦＡＸ：


 E-Mail;

ＷＳ－３　～胃腸症状のお子さまを、どのように対応していますか？～
参加 

・ 　　　　不参加
返信先
ＦＡＸ ０５８－３８９－０５１３ （那加こども医院）
ＷＳ－4　　
～みんなで集まって困っていることを話し合ってみましょう！～　のアンケート
1、 日常診療において困っていることはありますか？
2、
他の医院ではどのようにしているのだろう‥　と聞いてみたいことはありますか？
患者対応、クレーム、スタッフ教育、ワクチン、診療予約、服薬指導など、どのようなことでも　　　結構です。遠慮なく出してください。
-------------------------------------------
お名前： 





所属：
電話番号： 


ＦＡＸ： 


E-Mail;

参加　　 ・ 　　不参加
返信先
すずらん調剤薬局
FAX送信先　　0595-83-4802

Mail　　bxu00151@nifty.com
